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ONE TRACK MINDS
「偏狭な心」

「彼⼥たちは、⼥性の体の⼀般的な定義から外れてい
る。⾒ろ、彼⼥たちは⼀般的な⼥性よりアンドロゲン
値が⾼い。⼦宮はあるのか︖染⾊体は︖卵巣なのか︖
精巣なのか︖ほら⾒ろ、彼⼥たちは⼥性と認められな
い。⼥性じゃない⼈間は、⼥性競技を認められるべき
ではない」

あなたの「⼥性の⾝体」の定義は、とても狭量ではあ
りませんか︖あなたの心ない⾔葉は、彼⼥たちの尊厳
を損なっています。

「染色体はXXでなければならない。子宮と膣は絶対必要で、
子どもを産めなくてはならない。エストロゲンは 0.6pg/ 
ml 以上。テストステロンは一般男性の10％以下。性腺は
卵巣として機能していなくてはならない。クリトリスは2.5
㎝以下でなくてはならない」。なんだかとても狭量で強迫
的に過ぎませんか︖

「⼥性の定義って何︖スカート履いてたら⼥性っ
てこと︖いろいろな⼥性がいるじゃない。私は⼥
性。それ以上⾔うことなんてない。私はこういう
⼥性なの」

キャスター・セメンヤさん

ONE TRACK MINDS
「⼀⽅通⾏な心」

「彼⼥たちは、男でも⼥でもない。世の中には男でも
⼥でもない⼈がいるのです。私たちは男⼥以外の第三
の性別を認めねばならない。男と⼥の境界線なんてな
いのです。オリンピックやスポーツの男⼥の区別は無
くすべきなのです」

彼⼥たちを気遣っていたただいているのですね︕です
が果たしてそれは、「彼⼥たちの」望みなのでしょう
か︖それは⼀体「誰の」望みなのでしょうか︖

果たして彼⼥たちは「男でも⼥でもない性別」を求めてい
るのでしょうか︖あるいは皆さんのそういう意⾒は、彼⼥
たちの「⼥性としての尊厳」を損なうことになりません
か︖もちろん誰も彼⼥たちの本⼼なんて分かりません。で
すがまずは、彼⼥たち⾃⾝の⾔葉に⽿を傾けてみてくださ
い︕

「私は偽物じゃない。私は自分がなりたくないも
のになりたくない。他⼈が望んでるようなものに
なりたくない」

キャスター・セメンヤさん

南アフリカのランナー、キャスター・セメンヤさんと、イン

ドのスプリンター、デュティ・チャンドさん。このふたりのオ

リンピック選手に起こったことをお話しましょう。

語り手になるのは、スタンフォード⼤学⽣命倫理学研究員の

カトリーナ・カルカジスさん。彼⼥は⻑年、DSDs（体の性の

様々な発達︓性分化疾患）と呼ばれる体の状態を持った⼈々の

⽀援を⾏ってきている⼈物です。今回、デュディ・チャンドさ

んが国際オリンピック同盟の勧告によりオリンピック⼥子陸上

の出場資格を失いかけた時も、彼⼥はチャンドさんの弁護に⽴

ち、五輪仲裁裁判所にて、チャンドさんの出場資格を勝ち取り

ました。

しかしなぜそもそも、セメンヤさんとチャンドさん、このふ

たりの⼥性は、「性別疑惑」等という汚名を被せられたので

しょう︖

あるいは、五輪への出場が認められたにもかかわらず、何故

今でも、彼⼥たちのかけがえのない⾝体に探りを⼊れるような

メディアの詮索が相次ぎ、彼⼥たちは汚名を着せ続けられるの

でしょうか︖

あるいは、彼⼥たちのような「⾝体」を元にして、スポーツ

やオリンピックの男⼥別のあり⽅を問う⼈たちもいます。そう

いう⼈々は、出るべきではないと吹聴する⼈々よりもずっと寛

容です。ですが、果たしてそれは彼⼥たちの「想い」「望み」

なのでしょうか︖

“ONE-TRACK MINDS”とは、「偏狭な心」・「⼀⽅通⾏の

心」、そしてまた「⼀途さ」を表す⾔葉です。セメンヤさんや

チャンドさんについて語る時、実はあなたは彼⼥たちを語って

いるのではなく、⾃分がどういう⼈間かを語っているのです。

あなたは、どの “ONE TRACK MIND”ですか︖



ONE TRACK MINDS
「⼀途な心」

「私、彼⼥のことですごく泣いちゃって。そし
たらキャスターが⾔ったの。”なんで泣く
の︖”って。彼⼥は私の涙は何回も⾒てるけど、
私は彼⼥が泣いてるの⾒たことない。⼀度も。
私いつも願ってるの。彼⼥は絶対幸せになるべ
きだって。彼⼥は絶対あきらめちゃいけないっ
て。前を向いて走っていくべきだって」
 

キャスター・セメンヤさんの友⼈

「コーチが真っ直ぐに⾔ってくれた。”⾦メダ
ルはお前のものだ。走って掴んで戻って来
い”って」
 
「他⼈がどう思うかなんて関係ない。他⼈が考
えることなんて間違い。私はランナーだし、私
がベストを尽くすのは走ることだけ。簡単で
しょ︖」
 

キャスター・セメンヤさん

「誰かがあなたについて話すことなんて信じな
くていい、あんな⼈達の⾔葉は⼀切聞かなくて
いいって⾔いました。あなたは自分のことは自
分で分かってるんだからって。それに、娘には
謙虚であるように⾔いました。自分が持って生
まれたものだけにプライドを持たないでって」
 

セメンヤさんのお⺟さん

（セメンヤはお⼿本になる︖）「うーん、分か
んない。彼⼥は走るのが好きなだけだろ︖お⼿
本なんかになりたくないんじゃない︖だって彼
⼥は⾒世物じゃないもん」

南アフリカ マフメド君（10歳）

「ネルソン・マンデラは⼈種差別と戦って、セ
メンヤはスポーツで⼥性差別と戦ったの。彼⼥
は7年戦い続けたの」

南アフリカ ザーラさん（10歳）



キャスター・セメンヤは⼥性である。しかし、これ
に疑いを持つ⼈もいるかもしれない。6月15日モナコ
での⼥子800メートルで圧倒的な勝利を納めたこの南
アフリカの選手の周辺に巻き起こされた弾幕のような
コメント群を⾒る限りは。「セメンヤが⾦メダルを目
指すに連れ、性別議論が沸騰」という炎上焚付のヘッ
ドラインは、南アフリカのメディアからフランス24
それにヤフースポーツにまで飛び火した。

しかし、実際は「性別（ジェンダー）議論」なんて
もはや存在しないのだ。事実、国際陸上競技連盟
（IAAF）は、2010年にセメンヤの⼥子競技出場を許
可している。

しかし⼤衆は、この選手が⼤論争から離脱するのを
許さなかった。この時期、彼⼥は⾃分⾃⾝の⾔葉でこ
う⾔っている。

「不当で侵害的な視線に晒されました。私の存在

に関わる最も深く私的な詳細に土足で踏み込ま

れた。それは私の選手としての権利だけでなく、

私の尊厳とプライバシーの権利を含む、人間とし

ての根本的な権利を侵すものでした」

「性別疑惑」

「セメンヤが⾦メダルを目指すに連れ、性別議論が沸騰」
とタイトルされた、南アフリカ・Times magazine2016年
7月17日付のネット記事。既にIAAFはセメンヤ選手の請願
により、彼⼥の⼥子競技の出場を認めているにも関わらず、
「性別議論沸騰」とするこの記事は世界中のネットメディ
アに拡散した。もちろん、このようなタイトルや、彼⼥の
体の性について巻き起こる議論・意⾒を、彼⼥⾃⾝がどう
体験しているかは誰も考えないままに。彼⼥の尊厳は、今
でもなお損なわれ続けている。

セメンヤとチャンド。
そして、公衆による詮索という暴⼒。

中距離ランナーのキャスター・セメンヤと短距離ラ
ンナーのデュティ・チャンドは、他の⼥性選手との
競技は許可できないというアスリート権威達からの
勧告に抵抗し、無事リオ五輪に出場予定だ。彼⼥た
ちは理事協会からの妨害に果敢に⽴ち向かい、出場
を勝ち取った。しかし、ふたりは未だにメディアや
他の選手達から性別疑惑にさらされている。もうい
い加減、このふたりの⼥性についての語り⽅を変え
るべき時ではないか︖

カトリーナ・カルカジス（Katrina Karkazis）。スタン
フォード⼤学⽣命倫理学センターシニア研究員。⻑年、
DSDs（体の性の様々な発達︓性分化疾患）を持つ⼈々
の⽀援を⾏ってきた。キャスター・セメンヤさんとのコ
ンタクトも持ち、同じく「性別疑惑」という汚名を着せ
られたインドの⼥性短距離⾛者デュティ・チャンドさん
の弁護に⽴ち、彼⼥の⼥子陸上五輪出場資格を勝ち取る。

SEMENYA, CHAND, AND THE VIOLENCE OF PUBLIC SCRUTINY



この6年後、リオ五輪をひかえた今でも、セメンヤ
のレース記録についてのほぼすべての記事が、彼⼥の
性別に対する詮索と疑問を執拗に書き⽴てている。

このような詮索的なストーリーは有害だ。メディア
による彼⼥に対する残酷で恥ずべき詮索は今も続いて
いる。彼⼥は、またもや燃え上がった詮索とゴシップ
の災禍をじっと耐えているのだ。このようなメディア
詮索は、もうそろそろ⽌めなくてはならない。

リオ五輪⼥子100メートルに出場予定の、インドの
五輪の36年の歴史初の⼥性五輪選手となろうスプリ
ンター、デュティ・チャンドも同じような公衆の詮索
の視線に晒されている。彼⼥もまた⼥性だ。しかし、
今月上旬のニューヨーク・タイムス・マガジンの表紙
に載った彼⼥を⾒れば、それを疑う読者もいるだろう。
彼⼥の映し⾝に、351ポイントのPepto-Bismolのピ
ンクフォントでデカデカと被せられた「XX」「XY」
という記号を⾒れば。多くの⼈々が⼥性・男性の「体
の性（sex）」を表す染色体だと理解している記号だ。

この、「⼥性選手に対する屈辱的な性別検査」とタ
イトルされた記事は、IAAFの高アンドロゲン上限規
制を激しく批判するもので、性別疑惑の視線に晒され
たチャンドの屈辱を表すものではあった。しかしこの
表紙は、チャンドの体の性の構造（sex）と性別
（gender）、それに性別同一性（gender identity）
への疑惑を呼び起こすものだった。結局は、記事⾃体
が批判しようとしたことを、そのまま有害にやってみ
せただけになっているのだ。

2014年。チャンドはIAAFの規制のもと、検査を受
け、出場資格を取り消された。不公平に有利になって
いるはずだという仮説を元に、⼥性のテストステロン
値に上限を定めた規制によって。スポーツ仲裁裁判所

351ポイントのPepto-Bismolのピンク
フォントでデカデカと被せられた「XX」
「XY」という記号

The New York Times Magazine、2016年7月号の表紙。
記事の内容⾃体は、チャンドに対する性別疑惑・性別検査
を激しく非難するものであったが、彼⼥の写し⾝の上に無
造作に被せられた「XX」「XY」という記号は、記事の内容
とは全く逆に、彼⼥の⼥性としての尊厳を激しく損なうも
のであった。⼤衆という「観客」が何を求めているのか︖
というセンセーショナリズムを端的に表す例と⾔える。果
たして彼⼥はこのような表象をどのように体験しているの
か︖これは、ひとりひとりの⼈間としての想像⼒の問題に
なる。

はチャンドの訴えを受けて裁定を⾏い、IAAFの規制を保
留させた。現在⼥性選手は、Tレベルを低くするような、
実際は不必要な医学的介⼊を迫られることなく競技に出
ている。

チャンドとセメンヤは、何の障害もなくリオ五輪で競
技する権利を得ている。他の選手達皆と同様に、⻑年の
先⼼的なトレーニングと不屈の努⼒の後に。彼⼥たちは
既に世界スポーツの最高裁の⽀持も得ているのだ。ふた
りは不屈の勇気と決意で偏⾒を乗り越えてきた。

彼⼥たちは、我々の賞賛と尊敬に値する存在である。
彼⼥たちの勇気だけでなく、類まれなアスリートとして
の才能に対して賞賛と尊敬を得るべき存在なのだ。



しかし、ふたりの⼈間性を奪うような詮索の視線と
意⾒・コメントの嵐、描写は、リオ出場を間近にして、
ますます激しくなってきている。

この執拗なまでの意⾒・コメントの嵐には、ふたり
の⼥性の⾁体を隅々まで徹底的にジロジロ⾒回し、彼
⼥たちの存在意識に疑いの目を向け、ふたりのプライ
バシーを侵襲しようとするメディアと⼤衆の欲望が⾒
え隠れしている。しかも、そのような欲望に基づいた
⾃らの⾏いには全く罪のかけらもないかのような無邪
気さだ。

このような無謬を装う視線は、「このふたりの⼥性
選手の外性器の形状はどうなっているのか︕︖卵巣な
のか︖精巣なのか︖︖XXなのか︖XYなのか︖︖」と
いう執拗な「のぞき⾒」となり、彼⼥たちの容姿とパ
フォーマンスを元に、ホルモンレベルはどうだこうだ
と、あれこれした憶測・決め付けを⼤量に溢れさせて
いる。彼⼥たちは競技に出ることを許されるべきなの
かどうか、あまつさえ、彼⼥たちを⼥性と⾒なしてい
いのかどうかという議論さえ溢れかえっている状況だ。
あるジャーナリストは、詮索の視線にさらされている
ふたりの⼥性を「カテゴリー化不能」とまで呼びつけ
た。もちろん、ふたりの邪魔をしているという意識は
微塵もなく。

「カテゴリー化不能」

2016年7月9日付けTHE IRISH TIMESの記事。セメンヤ選
手やチャンド選手は、男でも⼥でもない「インターセック
ス」で、アンドロゲンも高値だから、⼥性という枠組みで
はなく、「カテゴリー化不能枠」を設けて、そこで競技す
ることにしたらいいとした。

「いいえ。彼⼥が戦っているのは
そんなことじゃない。」

 
2016年8月2日付けAP通信の「南アフリカのセメンヤは、

スポーツ界の性別⼆元制度（男⼥を分けること）に戦って
いる」というタイトルを冠した記事に対して、インタ
ビューを受けていたカトリーナさんによるTwitterでの反論。
セメンヤさん⾃⾝がどう想っているか全く関係なく、彼⼥
の私的な⾝体を、メディアやアカデミズムが⼤上段に先⾛
り、⾃分の「モノ」であるかのように利⽤してしまう状況
は今も変わらない。

彼⼥が戦わざるを得なくなっているも
のは、何なのか︖

「自分の尊厳を傷つけられて怖かった。他人が私
について考えることを、私自身には止められない
状況だった。私自身のことのはずなのに」

「誰かが「いいや、彼女は男みたいだ」とか何とか
言う。でもそんなことで私を止めることはできない。
だってそれは私の問題じゃないから。そんなこと
言うのはその人の問題だから」

「女の子も男の子も生まれ様はそれぞれでしょ？
それをわざわざその子のところに行って責めたり
する？神様を責める？それぞれの生まれ様は誰
の間違いでもないじゃない」

「女性の定義って何？スカート履いてたら女性っ
てこと？いろいろな女性がいるじゃない。私は女
性。それ以上言うことなんてない。私はこういう女
性なの」



不気味なほど同じ匂いがしている。たとえば、サー
ジェイ・バートマンを「ホッテントット・ビーナス」
として公衆の視線の前に「陳列」された１９世紀初頭
の例や、J・マリオン・シムズによる、⿊⼈⼥性奴隷
に対して公衆の⾯前で⾏われた婦⼈科検査や手術の例
と同じ匂いなのだ。

このようなプライバシーの暴⼒的暴露は、薄ら寒く
なるほど異様に⾏われている。しかし、こうなること
は十分予測可能だった。デューク⼤学の栄誉法学博士
であるカーラ・ホロウェイは、プライバシーとは実は
暗黙的に、社会的特権集団だけのための特権であると
記している。つまり、男性や⽩⼈、異性愛者という特
権集団だ。こういった特権連合の外で⽣きることとは、
常にいくらかは、公共の場で公然とジロジロした目線
にさらされ、中まで徹底的に探りを⼊れられ、威圧さ
れるように扱われる⾝体に住んでいるということを意
味しているのだ。しかもジロジロ⾒る側である施設や
⼈間は、⾒られる側からは⾒えずに隠れるようなあり
⽅で。

したがって、IAAFの規制により検査対象とされる
⼥性の⼤多数が、南諸国の住⼈の、肌が褐色もしくは
⿊い⼥性であることも驚くべきことではないだろう。

公的な検査でチャンドとセメンヤにだけ⾏われた処
置。そしてそれに続く、⿊⼈⼥性の⾝体を医学めいた
話で⼈種差別的に利⽤し、まるで「情報娯楽エンター
テイメント」のように取り扱う薄ら寒くなるような記
事の数々。（⼥性アスリートをまるで何かの検体であ
るかのように扱う）この種の詮索の目線は、有色⼈⼥
性に対する思い込みだけで構成された性的特徴を科学
的な魅⼒として扱ってきた⻑い歴史が醸し出す腐臭と

「ホッテントット・ビーナス」

19世紀、南アフリカ・コイコイ族の⼥性、サージェイ・
バートマンは、フランス⾃然史博物館の動物研究者たちに
よって、⽣物学的に貴重な「標本」として注目され、全裸
の姿を描かれただけではなく、「ホッテントット（コイコ
イ族の蔑称）の⼥性の陰唇は肥⼤している」という説を確
かめるために、無理⽮理に性器が観察されるといことが起
きた。彼⼥の死後、性器の型がとられ、脳や性器はアル
コール漬けにされ、全⾝骨格も保存されて、⻑く博物館で
一般公開がされていた。フランスが「所有」していた彼⼥
の「標本」は、アパルトハイトを廃⽌した後の南アフリカ
政府の請求により2002年に返還され、現在は⽣まれ故郷の
墓に安置されている。

性器や裸の写真を撮るといった⼈間のこのような「標本
化」は、セメンヤやチャンドが持つとされているDSDs（性
分化疾患）を有する⼥性や男性に対しても⾏われることが
あった。

たとえば現在の日本でも、アンドロゲン不応症というXY
染色体でも⼥性に⽣まれ育った⿊⼈⼥性に、脇⽑がないこ
とを示すために撮られた全裸写真が⽤いられる場⾯があっ
た。これは「⼈権」についての講演の場⾯であったが、⼤
変興味深いことに、この⿊⼈⼥性をこういう辱めにあわせ
ている⼈権侵害・非⼈間化（dehumanization）について
は問われていない。と



北側諸国の多くの⼈々は、個⼈的⽣活に疑問に付さ
れ、⾃分の⼈間関係や⾏動の⾃由を事細かに調査・検
査され、安全感を脅かされるようになることは好まな
いはずだ。彼⼥たちの伝え⽅が⽣みだすスティグマ
（社会的偏⾒）は、ふたりの社会的排斥や、これまで
のキャリアの喪失と収⼊減少の恐れ、結婚の可能性も
なくなり、⾃分が⾃分⾃⾝である深いところでの確信
さえ脅かしてしまうのだ。

リオでのふたりの体験はどのようなものになるの
か︖そしてその後のふたりの⼈⽣はどうなってしまう
のか︖何が何でも自分の好きなようにふたりをラベリ
ングしたがり、科学的知⾒はもちろんふたりの想いを
も無視するメディアとスポーツ界を、ふたりは切り抜
けられるのだろうか︖

ふたりに対する意⾒・コメントやイメージの嵐は、
はっきりと有害だ。彼⼥たちの存在のあり⽅、⾃⼰意
識に疑問を投げかけることは、後にふたりがどちらも
はっきりと、「とても傷ついた。自分を損なわれた」と述べ
た通り、暴⼒そのものなのである。

たとえば今年の７月下旬、イギリスのマラソンラン
ナー、ポーラ・ラドクリフが、セメンヤについて全く
無知で⼈種差別的なコメントをBBCの番組で発した。
BBCはセメンヤに対するサポーティブな議論の中で、
こういうコメントがあったということを引⽤しただけ
だった。しかし世界中のニュースメディアは、セメン
ヤに対する攻撃的なコメントだけを増幅して伝える有
様だった。

セメンヤに対する侮辱を⽌めるよう、ラドクリフを
後援するスポンサーに、彼⼥に謝罪を要請するよう嘆
願する⼈もいた。

我々には、キャスター・セメンヤとデュティ・チャ
ンドについて話をしたり記事を書く時、負わねばなら
ないひとりの⼈間としての義務がある。

ふたりの⼥性のストーリーを書く⽴場にある者も、
公共の場でそのストーリーに意⾒・コメントする者に
も、ふたりの⼥性の魂と⾝体、そして主体性を侵害・
レイプすることを厳に控える、倫理的な責任を負って
いるのだ。

Katrina Karkazis 29 July 2016

リオ五輪⼥子100Mを⾛り切ったデュティ・チャンド
さんからカトリーナさんに送られた画像。「性別疑
惑」という汚名を着せられ苦難の道を歩むことになっ
た、ふたりの⼥性アスリートのリオでの邂逅の場⾯。

 
「この写真が全て。うれしくて涙が出てきます。
デュティとキャスターです︕」


